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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　ある観察者が，喜びや恐怖などの情動的反応を呈している他者を観察するとき，自身が直接経験していな
いにも関わらず，その他者と同様の情動的反応が惹き起こされ，その結果，観察者は，その他者がどのよう
な情動状態にあるのかを把握することができる．このような能力は共感と呼ばれている．オキシトシンは社
会的行動に重要な役割を果たすホルモン・神経伝達物質とされており，共感にも密接な関わりがあると考え
られる．しかし，オキシトシンの作用は非常に多岐に渡ることから，共感におけるオキシトシンの働きやそ
の神経メカニズムについては十分な理解が得られていないのが現状である．
　他者へ利益をもたらす向社会的行動は，その他者に対して共感することを通して生起すると考えられてお
り，これまでヒトやヒト以外の霊長類を対象とした研究が盛んにおこなわれてきた．最近になって，齧歯類
であるラットにおいて，困難な状況に陥った他個体をその状況から助け出すという援助行動が見られること
が報告された．また，ラットの援助行動は共感によって動機づけられていることが示唆されており，共感の
神経メカニズムを解明するための有力な研究対象となり得るとして着目されている．
　山岸厚仁氏の博士論文は，共感の神経メカニズムと，そこにオキシトシンがどのような機能を果たしてい
るのかについて明らかにすることを目指している．そのために，ラットを対象として，向社会的行動の一つ
である援助行動に焦点を当て，その神経メカニズムおよびオキシトシンが援助行動に果たす機能に関する実
験的な検討がなされている．
　本論文の第１章では，主に齧歯類を対象としたこれまでの共感に関わる研究，特に共感の中でも，他者の
不快情動の表出によって自身に不快情動が生起する負の共感を中心に，先行研究が紹介されている．また，
自身の不利益を省みず，他者に利益をもたらす行動である向社会的行動に関する研究を概観し，向社会的行
動の一つである援助行動にオキシトシンが関与している可能性についての問題提起がなされている．
　第２章では，援助行動に対するオキシトシンの作用が，援助する側と援助を受ける側の関係性によって異
なるかについて検討された．ペアで飼育されたラットの片方が水に浸けられるという嫌悪的状況に陥ってい
る際に，その個体と同居しているラットが，その嫌悪的状況から同居個体を助け出す援助行動を示すという
実験パラダイムが用いられ，援助する側と援助される側の親和性の違いによって，オキシトシンの作用がど
のように変化するのかについて実験的に検討されている．その結果，援助する側のラットと援助される側の
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ラットを同居させていた場合は，オキシトシンの投与は援助行動を阻害した．これに対して，援助する側の
個体を単独飼育していた場合では，オキシトシンの投与は援助行動を促進させた．言い換えると，援助され
る側の個体になじみがある場合は，オキシトシンが援助を阻害し，なじみがない場合は援助を促進するとい
う結果を得た．これは，オキシトシンが社会的な親密度を上昇させる作用があるということから予測された
ものとは逆の結果となる．予測とは逆の結果ではあったが，山岸氏は綿密な論を展開し，オキシトシンの作
用には適切な濃度というものが存在するのではないかという提言を行っている．
　第３章では，社会的認知に関与すると言われている脳領域と援助行動の関わり，さらにそこにオキシトシ
ンがどのように関与するのかについての検討がなされている．具体的には，社会性および共感に関与すると
されている前部帯状皮質に，オキシトシンの作用を阻害する薬物を投与した結果，援助行動の学習が阻害さ
れるという実験結果が示された．このことから，援助行動の学習にオキシトシンが重要な役割を担っている
ことが示唆される．また，前部帯状皮質に加えて，先行研究で社会的認知に関わる領域とされる前部島皮質
と扁桃体が援助行動の学習に際して，どのように活動するのかについての検討がなされた．その結果，前部
帯状皮質と扁桃体において援助行動の獲得に伴う神経活性が示され，これらの領域が援助行動に関与するこ
とが示唆された．
　第４章では，援助行動は目標指向行動として捉えられるとし，オキシトシンの機能が共感に特異的ではな
く，一般的な目標指向行動に関与する可能性について言及されており，目標指向行動におけるオキシトシン
の作用を明らかにするための実験パラダイムが提案されている．この章では，具体的には目標指向行動にお
ける扁桃体の関与が検討され，その結果，扁桃体基底外側核を損傷することで目標指向行動の指標の一つと
される強化子の価値低減効果が阻害されることが示されている．そして，将来的にはこの実験パラダイムを
用いて，オキシトシンが目標指向行動に与える影響を検討する必要性が述べられた．
　本論文が対象としている共感や向社会的行動は，神経科学的にはもちろん心理学的にも定義が定まったと
いえる状況ではなく，実験的に扱うことが難しいと思われるテーマである．しかし，山岸氏は本論文にお
いて丁寧に論を組み立て，綿密な実験事態を整え，実証的に研究するという挑戦的な仕事を成し遂げている．
また，援助行動を始めとする社会的行動は学習性行動として捉えづらいものだと言えるが，それを目標指向
行動という伝統的な心理学の枠組みの中に位置づけようとする挑戦もなされており，理論的にも意欲的な内
容となっている．本論文で示された内容は，この分野のパイオニア的な研究だといえ，高く評価できる．し
かし，一方で，神経科学的手法を用いて示された知見と心理学的な理論体系の間をつなげ，理論的な側面を
より深く掘り下げるという点については，上記の通り一部の問題が未解決のまま残されている．この点は今
後に期待したいところである．また，研究成果の公表については，すでに専門的な学術雑誌等に発表された
ものもあるが，博士論文提出時には未発表のものも一部見受けられた．学術的な成果として社会に貢献する
ために，学術雑誌等へ発表するための取り組みを継続してもらいたい．しかし，この点については，今後山
岸氏が本論文の成果を着実に論文として発表につなげていくことを審査委員全員が確信している．口頭試問
の際の受け答えからも，その意欲は十分に感じられた．さらに，残された課題や，今後の研究の展開などに
ついても十分に考えられていることも窺え，今後の研究の発展が強く期待できる．
　以上，本論文審査委員３名により，本論文を慎重に審査した結果，また2020年１月27日に実施した公開発
表会および同日に実施した口頭試問から判断して，山岸厚仁氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさ
わしいとの結論に達したので，ここに報告する．
